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水質検査水質監視
浄水施設や、配水施設の状態を
24時間監視しています

水質検査計画に基づいて検査しています

●配水池から配水管まで
［監視頻度︓常時］
市内各箇所に設置した水質自動
測定器から送られてくるデータ
を管理

●原水
［検査頻度︓毎月］
夏井川や好間川をはじめとする市内全域の
原水について約 200 項目の検査

［検査頻度︓毎月］
原水として利用するダム湖水の検査
［検査頻度︓年２回］
水源河川上流域の水質調査
（農薬、有害物質等）
［検査頻度︓臨時］
工事や油漏れ事故による緊急水質検査

●浄水場

●給水栓（蛇口）

［検査頻度︓毎日］
浄水場でつくられた水（浄水）について「色・
にごり・残留塩素」の 3項目検査
［検査頻度︓毎月］
浄水場でつくられた水（浄水）について約
200 項目の検査
［検査頻度︓週 3回（一部のみ週 1回）］
ゲルマニウム半導体検出器による放射性物
質の検査

［検査頻度︓毎日］
市内全域の 48か所で水道水の「色・にごり・
残留塩素・臭気・味」の 5項目検査
［検査頻度︓毎月］
配水系列ごとの公園等公共施設 18 か所で
最大約 200 項目の水質検査

お問い合わせ TEL浄水課 22-9320

●水源　

安全・安心の水道水をお届けするために
　いわき市水道局は、すべてのお客さまが、いつでもどこでも、安心しておいしく飲める水道水を供給しています。
　毎年「水質検査計画」を策定し、約 200 項目にわたる水質検査を行い、水道水の安全を確認しています。また、
平成 26年度に策定した「水安全計画」に基づき、水源から蛇口までの総合的な水質管理に努めています。

皆さまへ、安心・安全

な水道水をお届けする

ために、様々な検査を

実施しています。

●原水　
［監視頻度︓常時］
油脂類の流入を監視（油膜検知器）

●浄水場　
［監視頻度︓常時］
魚を使った水質監視（魚類監視水槽）

水道水を作る工程で、投入薬品
量が適正であるかどうか確認

水質を測る機器を使って、水道水
をつくる工程の水質を常に監視
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平成 29年度平成 29年度 水道事業会計予算水道事業会計予算

お問い合わせ TEL経営企画課　財政係 22-9313

企業債の
元金返済等

2,159
(＋27)

建設改良費

7,367

(＋905)

収支不足

6,790

(＋360)

市からの
繰入金等
1,059
(△600)

企業債
1,677

(＋1,172)

収支不足額は、自己資金で

補てんします。

単位：百万円

（消費税抜）

※（ ）の数

値は、前年度

予算額との差

収入

2,736

(＋572)

支出

9,526

(＋932)

人件費
1,007
(＋19)

支払利息
594

(△42)

委託料、

修繕費等

2,689

(△93)

減価償却費等
3,783
(＋151)

純利益
1,479
(△221)

水道料金

8,293

(＋23)

給水加入金
280

(△101)
その他
979

(△107)

収入

9,552

(△185)

単位：百万円

（消費税抜）

※（　）の数

値は、前年度

予算額との差

支出

8,073

(＋35)

１

～みなさまからいただく水道料金はこのように使われます～

　平成 29年度は、新たに策定した「新・いわき市水道事業経営プラン」のスタートの年となります。このプラン
に基づく各種事業を着実に実施するため、次のとおり予算を計上しました。
　平成 29年度の予算の大きな特徴は、資本的支出が増加していることですが、これは新・経営プランで「老朽管
更新事業」を最重要事業として位置付けたことによるものです。
　水道管をはじめとする水道施設の更新については、平成 29年度に限らず、今後も長期にわたり取り組んでい
きます。

　水道事業の予算は、水道水をつくりお届けするための経費等を表した「収益的収支」と、水道施設を整備
するための経費等を表した「資本的収支」の二本立てになっています。それぞれの内容は次のとおりです。

　収入では、総額約95億5,200万円を見込んでおり、前
年度予算と比較すると約１億8,500万円の減となりま
す。これは、主に新築住宅の建築件数の減少に伴う給水
加入金の減少によるものです。
　一方、支出では、総額約80億7,300万円を見込んでお
り、前年度と比較すると、約3,500万円の増となります。
これは、委託料、修繕費等の維持管理にかかる経費が減
少するものの、減価償却費等※の経費の増加によるもの
です。
　以上により、収入から支出を差し引いた純利益は、前
年度と比較すると約２億2,100万円減の約14億7,900万
円となり、水道施設を整備するための財源となります。

　支出では、総額約95億2,600万円を見込んでおり、前年度
予算と比較すると約９億3,200万円の増となります。これ
は、「老朽管更新事業」を優先的に進めることとしたためで
す。
　建設改良費は、老朽管更新事業のほか、基幹浄水場の連絡
管整備事業や、災害復旧のための費用などで約73億6,700
万円となります。また、施設整備のために過去に借り入れた
企業債の元金返済額などは、約21億5,900万円となってい
ます。
　これらの財源として、自己資金（前年度からの繰越金、上
記の収益的収支で確保した減価償却費相当分の資金等）約
67億9,000万円で補てんするほか、借入金である企業債、市
の一般会計からの繰入金などで、総額約27億3,600万円を
見込んでいます。

収益的収支

資本的収支

　減価償却費とは、施設の整
備に要した費用を、あらかじ
め決められた期間に割り振っ
て費用化したものです。

※

このうち4,557百万円は
資本的収支の財源となります。

内容は、老朽配水管の更新、
基幹浄水場の相互融通を図る
水系連絡管の整備、災害復旧
事業費などです。


